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第９７回理事会の概要（平成24年９月２４日）

第１号議案　会報発行について

９月末発行予定の協会報原稿を示し、各理事に内容の確認と了承を求めた。結果、理事全員の賛同を得て９月末に発行する事を決定。

第２号議案　大阪興信探偵業協同組合について

大阪興信探偵業協同組合の解散手続きが終了した事を報告し、理事の了承を得た。

３号議案　ホームページの管理について

リニューアルした協会ホームページの管理について、会長より要望と提案がなされた。

要望は、ホームページのコラム欄への投稿と、会員企業の自己紹介欄の更新について、再度お願いしたい旨の説明がなされ、各理事は了承した。

提案は、ホームページ上での一括見積もりについて、現状と今後の検討課題についての提案があり、各理事で協議したが、結論はでず、引き続き検討することとなった。

第９８回理事会の概要（平成24年11月15日）

第１号議案　会報発行について

来年１月に協会報新春号の発行を予定している旨を告げ、出席理事に原稿の投稿をお願いした。出席理事全員が投稿を了承し、会員コーナーは脇山理事が受け持つ事を決定した。

第２号議案　ホームページの管理について

協会のホームページで、調査の一括見積もりについて問題提起があり、各理事の意見を求めた。

討議を重ねた結果、来月の理事会に一般会員の出席を求め、皆で話し合いをしていく事を決定した。

３号議案　会員増強について

会員増強の方策について話し合いを行ったが、具体的な方策は示されず、今後も検討していく事となった。

第４号議案　業界情勢について

会長より、NPO全国調査業協会連合会、全国調査業協同組合、大阪調査業協会の概況が報告され、同時に、調査業がクーリングオフの対象になっている事について話し合い、今後の全国団体の動きに注目して行く事とした。

第９９回理事会の概要（平成24年12月21日）
第１号議案　業務推進とホームページの運用管理について

ホームページでの調査の一括見積もりの件について、前回に引き続き話し合いをした。結果、ホームページそのものの充実を図ると同時に、一括見積もりは、システム的に、お客様が業者を選定して見積もり依頼をする様に成っている為、協会事務局では把握し辛く、依頼を受けた会員企業が責任を持って、慎重に対応するよう要請し、暫くは現状のままでいく事とした。

第２号議案　協会運営について

会長より、大調協が公益社団の申請をせず、一般社団の申請を行っている旨の報告があり、今後は当協会と同じ土俵の上で協会活動をする事となる事に注目して、当協会の運営を検討する必要があるのでは、との提案がなされた。

討議の結果、大調協の今後の動きに注目しつつ、暫くは従来の活動を推し進めて行こうとの意見が大勢をしめた。

第３号議案　会員増強について

会員増強に努めて欲しいとの要望があり、出席理事は了承した。

第４号議案　会報発行について

前回理事会に続いて、協会報新春号の原稿要請があり、出席理事は了承した。

事務局便り
　・１月９日（水）主務官庁である大阪府警生活安全総務課及び大阪府人権室に新年の挨拶に会長、副会長及び監事がお伺いした。
　　警察からは、情報漏洩問題などについて話があり、今後業界内から不祥事が起きないよう十分に注意されたい、との要望がありました。

　　大阪府人権室からは、引き続き府条例の遵守に努めてもらいたいとの要望がありました。

　・来る３月13日（水）、東京にてNPO全国調査業協会連合会との共同開催により、調査業の教育研修会を予定しております。
　　詳細は後日、NPO全国調査業協会連合会より案内がありますので、ご参加の程、宜しくお願い致します。

　１０年を振り返って　　　　　　　　　　　　　会長　松谷　廣信
　新年明けましておめでとう御座います。会員の皆様には清清しい新年をお迎えの事とお喜び申し上げます。

　早いもので関調協も設立し、１０年を迎える事となりました。振り返って見ますに、平成１２年に長年大調協会長として業界を引っ張って頂いていた有本憲二氏の突然の他界により、協会は大揉めにもめ、従来の体制を踏襲しようとしたメンバーが大調協と袂を別ち、平成１５年１０月に本協会を立ち上げるに至りました。

当時は未だ、アイビー事件の影響が二部業界（採用調査系）に色濃く残っており、「調査と差別」と言う大問題を抱え、新生協会としては、「調査が差別につながる」との図式をなんとしても払拭し、調査の正当性、必要性、社会貢献性を強く訴え、市民に愛される社会的認知を得た業界に脱皮する必要に迫られていました。

設立総会は、ホテルモントレ大阪を会場とし開催されましたが、幸か不幸か、当時業界の不祥事がマスコミの注目を集めていた事もあり、毎日放送のテレビカメラがまわる中での総会となり、翌週には毎日テレビの人気ニュース番組「ボイス」にて、協会の設立趣旨や総会風景が報道され、思わぬPRとなりました。

以来１０年、業界の健全化と社会的認知の向上を目指し、協会活動に邁進してまいりました。結果、会員の中からは不祥事案は１件も無く、また、調査が差別に使われた、などと言う事案を耳にすることも無くなり、設立趣旨に沿った活動を継続することが出来たと自負して居ります。

ただ、私どもの様な小規模な協会では、如何ともし難い事とは言え、業界を取り巻く環境の厳しさから、廃業を余儀なくされる業者が数多く見られ、今では設立時の半分に満たない勢力になってしまいました。

考えて見ますに、３部業界（大衆調査系）は、振れ込め詐欺などの影響による銀行振り込み額の上限規制や、広告媒体の変化による過当競争から調査料金が低く押さえ込まれ、採算割れ覚悟での受件など、デフレ現象が起こり、結果、共倒れ現象が見られる様に成りました。また、２部業界（採用調査系）は、アイビー事件の影響がボディーブローの如く効き、景気動向と相まって受件数が減少の一途を辿るに至りました。また、一方で、個人情報保護法や探偵業法の施行などから、調査そのものが非常に難しくなり、お客様が求める調査にお応えする事が出来なくなる等の現象が生じ、依頼はあっても受注をためらう、など様々な要因から、今の業界衰退に至っている様に思えます。

そんな厳しい環境のもとで、今年のスタートを切る事となりますが、今年はこのままでは終わらない。実は、このスタートに大いに期待をしております。　

昨年暮れの衆議院選挙による政権交代、安倍政権の誕生で、経済政策はデフレ脱却に一変され、マスコミもこの波に乗り、マイナス思考一辺倒から徐々にではありますが、プラス思考に移りつつある様に感じられます。政治や経済にプラスの気が流れるようになれば、自然と我が業界にもプラスの気が流れます。従って、この気の流れを変える様な事があっては成りません。所謂、不正や不祥事によって業界イメージを悪くしてしまう様な事があっては成らないと云う事です。また、個人情報保護の嵐も、今年は少し沈静化するのではないか、との微かな期待を持っております。出る杭は打たれる、では無いが、個人情報保護の考え方も、「一寸行きすぎだよね・・、確かに履歴ひとつ確認出来ないんじゃおかしいよネ・・」等の声が彼方此方で聞かれるようになって来ました。実際に企業に問い合わせをしても、「個人情報ですから・・」の言葉を聞く事が、以前ほどは無くなった様に感じています。ただ、変わらないのが行政や学校、企業でも超大手と云われるところ。「これはおかしいのでは・・？」、と感じていても、先ず自らは動こうとはしない。慎重と云えば聞こえは良いが、本当は自己保身しか考えていないからでは無かろうかと思います。しかし、風が吹けば大木でも少しは揺れるもの。そんな事に微かな期待をし、微力ながら嵐までは難しいが、会員皆のご協力を得ながら、そよ風くらいは吹かせたく思っていますので、今年も変わらぬご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　副会長　東田　俊康

関西総合調査業協会会員の皆様、明けましておめでとうございます。
業界にとって、厳しい冬の時代が続いておりますが、今年こそ、少しでも希望の光が見える良い年になって欲しいと、心から祈っております。
さて、日本には、古来から国家の隆盛、国家の安寧、五穀豊穣、家内安全、身体健全、商売繁盛、社運隆昌を願って、祝詞を奉上されますが、「「ひふみ　よいむなや　こともちろらね　しきる　ゆゐつわぬ　そをたはくめか　うおえ　にさりへて　のますあせゑほれけ。」一ニ三（ヒフミ）祝詞があり、「日本人の特性　１０項目」を述べています。
１．争いがきらい。下手。和が好き。
２．残虐なことができない。思いやりがある。
３．いやなことは忘れるのがうまい。恨みを持たない。プラス発想型
４．策略は好きでない、下手。
５．「恥」の文化。「清」を大事にする。
６．「自然」と一体化するのが好き。自然を理解できる。
７．「直感力」は非常にするどい。
８．大衆は「我執」と「金銭欲」に無縁なのが多い。
９．よく学び、よく働く
１０．他に干渉をしたがらない。包みこみできる。
と、日本人の良い面が述べられているという。

こうした、日本人の優れた特性を持って、これから余裕を持って、自分の信念に沿った生き方をしていきたいと思う。
私も今年、「古稀」を迎えました。
古稀。「稀」は常用漢字にはないので現在では「古希」と書くことが多いようで、70歳のことを言います。
唐の詩人杜甫の詩・曲江（きょっこう）「酒債は尋常行く処に有り 人生七十古来稀なり」（酒代のつけは私が普通行く所には、どこにでもある。（しかし）七十年生きる人は古くから稀である）に由来する　と、されています。
高校時代の同級生が集まって、最終の「古稀同窓会」を2月7日に開催します。
長年同窓会のお世話をしてきましたが、やっと肩の荷が降ろせると思ったのもつかの間、皆から「長寿の時代にこれで終わりはないやろ・・・」「同窓会は仕方がないとして・・・元気なものが集まって、酒を呑み・ゴルフをして・歌を歌い・旅行に行く」という楽しいサークルを作ってくれ・・・」の要望を受けて、「それじゃー、生きてる会、でもやって行こうか」と意見が纏まり、またも会長に祭り上げられてしまった。
「生きてる会」を粋に、輝かしく、豪快にということで「粋輝快」と命名し、又、お世話して行くこととなってしまった。
余生をわたしは「与生」と考え、調査業を天職として、与えられた「与生」を、調査業の社会的認知と健全な発展に少しでも役立てればと考えています。　古希に鞭打って、与生を生き抜く所存です、会員皆様のご協力を宜しくお願い致します。
今こそ、更なる調査業の必要性のアピールを！

（株）初恋の人探します社　竜田充子

　新年あけましておめでとうございます。

昨年末に政権が変わり、景気回復への期待感から株価も上昇し、停滞した日本社会にわずかな光が差しこんで来たやに思える新年です。選挙で圧勝した勢いや単なる首相の意気込みだけではなく、本当に景気の回復や震災からの復興が今度こそ着実に進められんことを心から願わざるをえません。

しかし、我が調査業界においては、明るい兆しどころか、益々困難な状況に陥っています。８年前の個人情報保護法制定以降、調査の聞き込みに対して「プライバシー保護」のためとする調査拒否が圧倒的に増え、それ以前であれば判明する案件も判明しないケースも出てきています。また、５年前の戸籍法「改正」により、今や正当な目的の調査のための情報の入手でさえ制限され、調査によって事前に予防される被害も予防できない事態になっています。とりわけ、一昨年のＧ社による個人情報不正入手事件以降、多くの逮捕者を出し、調査をおこなうことそのものが何か不正なことをしているかのような印象を与えています。まさしく、この間の調査業を巡る状況は、「調査など不必要」、「調査など行うな」と言わんばかりなのです。

しかし、企業経営するにあたり、信用調査や中途採用調査を行うのは自社を危機から守るリスクマネジメントであり、結婚生活を営むにあたり、あるいは子育てをするにあたり、浮気調査や家出人捜索をすることは、円満な家庭を守るためにどうしても必要となってくる場合があるのです。また、不測の被害をこうむらないために、素行調査や結婚調査を行わなければならないこともあります。

　実際、これまでにわが調査業界を利用し、事前に被害を防止し、また人生の一大事を最低限のリスクで乗り越えられた人がいかに多いことか。それは、調査業に携わっている方であれば、皆ご存知のことだと思います。そういう意味からいっても、調査業は社会的に有用な業であることは間違いありません。

このような人生の中で、どうしても必要となってくる調査の一手段としての情報入手を、調査業者に対して制限することは、調査業者を苦しめるにとどまらず、結局は一般ユーザー、つまり多くの国民が不利益を被ることになるのです。調査などというものは、個々人にとっては生涯に一度必要になるかならないかの頻度ではありますが、いざ必要となった時には、迅速で的確な情報を入手できなければ、大きな損害を被るのです。

　もちろん法令違反をしての個人情報入手は許されないのは当然のことです。しかし、そもそもこうした社会的有用な業に対して、制限を加えていることこそが妥当ではないのです。このことを我が調査業界は声を大にして社会に訴えなければなりません。

もちろん、そのためには業界内が分裂し個々ばらばらに動いていたのでは力が分散するのは言うまでもありません。しかし、だからといって統一されなければ動けないというものでもありません。統一されるには理念の一致が必要です。そして、前述した「不当性」も、私達の理念の正当性を社会に訴えていくことが大きな武器となっていきます。調査業の社会的有用性をあらゆる機会を捉えて発信し、これまでに比して１０倍、いや１００倍の頻度で訴え、一般消費者や国民が耳にタコができるほどに浸透して、初めて調査業の社会的意義が理解されるのだと考えます。

調査業界の心ある先輩方は、既にそうしたことを営々努力されてこられましたが、業界内に紛れ込む「悪徳業者」の存在によって、その努力が常に打ち消されてきました。そして、私たちは業界内に悪徳業者が存在していても、それ以上の調査業の意義を示さなければならないことを学んできました。業界自身の存続が危ぶまれるほど厳しい状況にある今、２０１３年はこれまでの延長線上ではなく、格段の飛躍を持った決意で、行政、政界、マスコミそして市民に、調査業の必要性を訴えていかなければならないのではないかと考えています。
「う」と「く」の葛藤　　　　　　　　探偵さんドットコム　横田　正人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　新年あけましておめでとうございます。

 　皆様おすこやかに新春をお迎えのことと存じます。昨年は何かとお世話になりまして、大変ありがとうございました。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

 　さて、毎年のように「一年くらい、あっという間やなぁ」と思いながら、５年ほど前から、いつも年末年始に考えることがあります。それは、ある友人の話に端を発しているのですが、その友人の大学時代の友達が、ラーメン屋を経営しておりまして、結構な繁盛振りだというのです。

 　そのラーメン店は、とあるＦＣチェーンの加盟店ですが、件の店のラーメンは、本部から送られてきた冷凍スープをずん胴鍋に入れて解凍して温め、麺や具材も本部直送のものを使い、スープが切れれば、その日の営業は行列が続いていても終了するとのことで、それでも毎日大繁盛とのことでした。

 　経営者自身は、自分の店のラーメンの味自体は８０点で、他にも美味くて１００点に近いこだわりのラーメンを出す店は数多くあると思うと言い、ラーメンの味自体１００点にはこだわらないと言うのだそうです。

　なぜなら、自分はこだわりのラーメンを作る職人ではなくて、ラーメンを売る商人だから、そこそこの味で、そこそこの価格、それでお客さんが喜んで毎日行列してくれて、リピーターも多く、顧客満足度は１００点に近いと言い、商人である限り、自分のこだわりや自己満足で味を良くして、一杯のラーメンの価値や価格を高めるよりも、ある程度の味と価格で顧客満足度を高めることが、商人本来の道だと割り切っているということです。

　このお話しを５年ほど前に聞いたとき、それを顧客満足度というのかなと、ちょっと疑問に思いました。確かに競争相手が少ない地域での商売なら、それでも成り立つかも知れませんが、大都市圏など同業他社が多い地域で、それが成り立つのかなと、今でも思っています。

　で、それを自分に当てはめて、探偵としての自分の立ち位置は「しょうにん」か「しょくにん」か、ということで、「来年は（または今年は）どうしようかな？」と毎年考えているわけです。

　私たちの探偵業の中でも、色々な立場で仕事をしている人がいますので、その立場によって考え方は様々です。例えば、営業畑や経営をされている方にとっては「商人」である比重が高いでしょうし、調査畑を一貫して歩いている方は「職人」だと自負している人も多いでしょう。

　以前に、大手探偵社の調査員の方と一緒に、素行調査の仕事をする機会があって、色々な四方山話や、それぞれの経験なんかの話しをした中で、その方がこんなことをポ ツリと言いました。

 「ボクらは（対象者の動きが）何も無いのが一番なんですよ・・」確かに、何の動きもなく同じ場所で８時間張り込むことと、グルグル動き回るのを尾行や張込みをしての８時間とを比べると、現場の調査員の労力にしても動きがない方が楽ですし、営業面にあっても、動きがなければ、お客様から「じゃあ、明日もお願いします」と言われて、売り上げは上りますが、かたや８時間にわたり尾行・張込みをして、その上結果が出ようものなら、「じゃあ、今日で終了ということで」と言われたりなんかして、そこで売り上げがストップするなんてこともままあり得ます。

　と、なると、この調査員は商人としての探偵業を理解しているということになりますが、職人としては物足りない調査員でもあるかもしれませんし、私としてはちょっとガッカリとした呟きで、「所詮サラリーマンなのかなぁ」とも思ったりしました。

基本的に営利目的、生活のためにも探偵業という職業を選んで仕事をしている限り、１円でも儲けるのが筋なので、ベースは商人でしょうか。ただ、例えば素行調査などで、もっといい写真を撮ろうとか、当初の相談や調査後のフォローで、少しでもご依頼者に納得してもらおうと思うと、それなりのコミュニケーションのスキルを高めようなどと考えると、儲けるだけではダメで、最新の機材を揃えたり、腕の良い調査員を養成したり、カウンセリングを勉強したりと、技術や能力を上げていく、職人的な面も要求されたりもします。

　私どものような零細の探偵社を営む者は、結局は自分の中に、何かしらのバランスを保ちながら、この「う」と「く」の狭間で日々仕事をしているわけで、毎年の年末年始になると、このような思いを巡らせて、今のところは若干「く」寄りでやってはいるものの、毎年当たり前のように歳もくいますし、若い頃にはできた無理が多少苦しくなってきたことを少しでも感じると、「このまま何年いけるかなぁー」とか、「今のままでは、あまり儲からないのかなぁー」などと弱気に思ってしまうことも増えた今日この頃です。

　なんて思いながら、今日も現場で携帯電話片手にお客さんの相談を聞いて、ソロバンを弾きながら、ジッと張込みをしていたりします。

　今年も今のまま、ちょっと「く」寄りでいくことにしようかな、と。

退職勧奨の留意点

　　　　　社会保険労務士　　岡本　茂
「日本では解雇のハードルが高いので、問題社員には退職勧奨がお勧め」「退職勧奨には法的な規制がなく自由なので、とりあえず勧奨を・・」という実務書をよく目にします。果たしてそうでしょうか、今回は、退職の勧奨を実施するにあたってのスタンス、留意点について考えます。

１．退職勧奨の考え方

退職勧奨とは、労働者に自発的な退職を説得する行為で、これに応ずるか否かは強制されるものではありません。労働者には承認しない自由があります。このため、退職勧奨の適法要件のような制約はなく、説得のための手段・方法が社会通念上相当と認められる範囲を逸脱しない限り、使用者は正当な業務行為としてこれを行い得るとされます（下関商業高校事件）。

　退職勧奨にはさまざまな場合がありますが、人員削減のための退職勧奨でも上記と同様で、ダイフク事件は、人員整理のための退職勧奨について、整理解雇の4要件を満たす必要はなく、突然になされたからといって違法となるものではなく、人選基準等理由を告げなかったとしても違法ではないとしています。実務的には、丁寧に説明したほうがよい場合が多いのですが、十分な説明がなされなかったからといって、違法となるものではありません。

　では、どうして、退職勧奨を行なうこと自体に法規制がないのでしょうか。それは、「契約自由の原則」という民法の大原則があるからです。すなわち、契約を締結する、締結した契約を解消するということは、契約当事者の自由な意思に委ねられており、それを強制されることはありません。したがって、使用者が労働者に対して、「雇用契約を解消しませんか？」と働きかけること自体は、契約自由の原則から何らおかしいことではないのです。ただし、その方法によっては、自由な意思決定を妨げるとして、損害賠償のリスク、合意解約が無効あるいは取消しとされるリスクを生じさせることになります。

２．退職勧奨の限界

退職勧奨は自由になし得るものですが、限界はあります。不当な心理的圧力を加えたり、名誉感情を不当に害するような発言によって、自由な退職意思の形成を妨げるようなことは許されません。このように社会通念上相当とされる範囲を逸脱した場合には、違法な「退職強要」として不法行為が成立します。

　例えば、従業員が退職勧奨に応じないからといって、暴力行為に及んだり仕事を干してしまったりすることは許されません（エールフランス事件）。また、回数や態様が度を越す場合も違法とされます。前記下関商業高校事件は、退職しないという意思が明らかにされた場合は、いったん中断して時期を改めるべきであるとして、2人の教員に対してそれぞれ2ヶ月、4ヶ月の間に11回、13回の勧奨をしたことについて、違法としました。

全日空事件も、約4ヶ月にわたり、30回もの「面談」「話しあい」を行い、能力がない、別の道があるだろう、寄生虫、他のCAの迷惑と述べ、大声を出したり、机をたたいたりしたことについて、違法な「退職強要」であるとしました。

退職勧奨について違法性はないとした最近の例として、日本アイ・ビー・エム事件がありますが、退職勧奨の対象となった社員が消極的な意思を表明した場合でも、それをもって、直ちに、退職勧奨を終了しなければならないものではないとしました。具体的かつ丁寧に説明または説得活動をし、真摯に検討してもらえたのかどうかのやり取りや意向聴取をし、退職勧奨に応じるか否かにつき再検討を求めたり、翻意を促したりすることは、社会通念上相当と認められる範囲を逸脱していない限り、当然に許容されるとしています。

また、能力不足等を指摘する発言についても、同判決は、退職勧奨の過程において、会社の戦力外と告知された社員が衝撃を受けたり、不快感や苛立ちを感じたりして精神的に平静でいられないことがあったとしても、それをもって、直ちに違法となるものではないとしています。

要するに冷静に、常識的な対応をしていれば、使用者側としてそんなに萎縮する必要はないといえます。

３．留意点
同判決の事案では、上司は退職勧奨に先立ち、対象者に伝達すべき事項、面談において留意すべき事項等について、講義やロールプレイングを内容とする面接研修を受けています。面談のタイミングや、回数なども、人事担当者と相談して決めています。このような人事のきめ細かなフォローが重要だといえます。

研修においては、留意点として、あくまで本人の「自由意志」に基づいて決断するようコミュニケーションすべきであるとされ、具体的な注意事項として次の点が示されました。

ｲ．言葉使いや態度に十分気をつける。特に、人格を傷つけるような言動や解雇の意思表

示を感じさせるような言葉は使わない。

ﾛ．当該社員の話を、よく聞く態度で臨む。

ﾊ．感情的になった場合は。面接を一時中断し、次回の面談の日時を決めて終了する。

ﾆ．1回の面談は、30～40分程度が目安

ﾎ．1週間に3回以上の面談はしない。

また、この事案では目標より多い対象者を設定していますが、これも上司による勇み足や、無理な勧奨を防ぐためには有意義だったと思われます。

なお、原告の中には、退職勧奨のやり取りを録音していた者がいます。自ら録音していることを意識して、上司に対して挑発する言動をしていると認定された部分もあり、結果として、録音が必ずしも本人に有利に働いていませんが、退職勧奨に際しては、録音されている可能性があるという点は、念頭においておく必要があります。

金　婚式　　　　　　　　　　　　　　　理事　脇山　良之
私事で恐縮であるが、今年結婚して50年、つまり金婚式を迎える。結婚したのは私が24歳､妻が一つ年下の23歳であった。
当時私は来阪して2年目の新前サラリーマンで安月給であったが､警察官の父親と小学校4年生の時に死別。片親に育てられた事もあって､少しでも早く結婚して、母親を安心させ､孫の顔をみせてやりたいとの思いもあって、当時交際中であった女性（現在のばあさん）と結婚した。
結婚の準備期間も少なく預金も殆んどなかったが、勤務先の社長夫婦に仲人をお願いして、何とか挙式・披露宴を済ませ、一応人並みに新婚旅行にも行った。
その旅行先が縁結びの神様で知られる島根県の出雲大社であり、当時の国鉄山陰本線に乗って烏取県の三朝温泉で1泊、2日目は島根県の玉造温泉に宿泊した。そして、翌日出雲大社に参拝し、結婚の報告と併せてこれから5ｏ年間夫婦で連れ添う事が出来たら、その節には必ず御礼の報告に参ります、と祈願礼拝した。
それから実に50年、今年金婚式を迎えるが、これまで順風満帆に過せた訳ではない。
安サラリーマンの私は､当時1人食べるのがやっとで、新婚当初から貧乏のどん底であった｡
私は九州人独特のいい伝えや男のプライド(嫁は結婚したら家庭にあるべし)もあって、新妻に仕事を辞めさせ家庭に専念させた。そして、私一人の給与で細々と生活を続けていた。その内長男が生まれ、家内にとっては益々苦しい生活であったろうと思うが､何とか家計の遣り繰りをしてくれていた。それから2年後、再び子供がお腹に宿ったようだと聞かされ､このまま安サラリーマン勤めでは親子4人の生活はおぼつかないと考え、｢会社を辞め独立する。これから自分の思う事業を始める。」と家内に宣言したら、｢何をしようとこれ以上の貧しい生活はないでしょうから､何でも思い通りにやりなさい」と皮肉を含めた励ましの回答を得た。
それから一念発起して、現在の会社を立ち上げた。勿論､これまで山あり谷ありでいろんな苦労もあったが､幸い得意先や社員にも恵まれ、何とか現在も会社は継続してきている。
それに子供達もそれぞれ社会人となり、結婚し孫も4人おり、最近ではどうにか人並みの生活をさせてもらっており、大変有難い事だと思っている。
ところで、普段から仕事にかまけて、家庭は家内に任せっきりで、殆んど省みなかった私で､女房には優しい言葉一つもかけた記億がなく、長年連れ添った妻のための慰労や骨休めの旅行等もした事がない。従って､今年金婚式を迎えるにあたって、初心に帰って、50年前に初めて夫婦で旅行をした出雲大社へ､当時と全く同じコースで同じ旅館に泊まり、参拝して、「今まで夫婦揃って大病もせずに何とか無事息災に過せた」事の報告と、50年前に神様に誓った約束を果たすべく実行し､加えてこれまで何かと苦労をかけ続けてきた家内への労いと、感謝を込めて50年目の金婚式旅行を計画している。　
倫理綱領


一、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。
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